
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００１ 項　　目　　名 小中学校空調設備整備事業費

予算書項目 小中学校空調設備整備事業費 ページ 29 所　　属　　名

教育委員会事務局 
教育総務課年度 R7

一般会計 【問合せ先】学校施設係 0857-30-8404

【１１次総の施策体系】1102

【事業の経過及び背景】
　国の令和６年度補正予算（第１号）において、避難所機能の強化を図る観点から学校体
育館への空調整備の加速化に向けて、新たに「空調設備整備臨時特例交付金」（対象期
間：～令和15年度）が創設された。

【事業の目的及び効果】
　国の新たな交付金創設に呼応し、本市においても体育館空調設備整備に向けて、まず
は、効果的な空調方式や断熱対策などの知見を得るため、指定避難所などの補助要件を満
たす学校体育館１施設で先行モデル事業として取り組み、以降の整備につなげていく。

【事業の内容】
○先行モデル校：浜坂小学校（体育館）を予定
［選定理由］
　・指定避難所であること。
　・学校体育館の中で最も新しく（令和３年２月改築）、断熱性の確保にかかる負担軽減
　　及び短期間での対策が見込めること。
　・多目的トイレやスロープ設置など、避難所環境が確保されていること。
○今年度の取組
　・基本設計：2,508千円（空調方式や断熱対策の比較や整備コスト検討等）
　・実施設計：3,905千円
○臨時特例交付金の特徴
　・補 助 率：通常1/3→1/2に拡大
　・補助単価：通常35,000円/㎡前後→53,000円/㎡前後に拡大

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 3,206 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 6,413 0 

教育総務費

目 教育振興費

補正前額 25,669 

要求額 6,413 

総務部長段階査定額 6,413 

地方債 1,700 0 

その他 0 0 

一般財源 1,507 諸収入 0 

計 6,413 その他 0 

備　考　欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００２ 項　　目　　名 語学指導等外国青年招致事業費

予算書項目 語学指導等外国青年招致事業費 ページ 29 所　　属　　名

教育委員会事務局 
学校教育課年度 R7

一般会計 【問合せ先】指導係 0857-30-8412

【１１次総の施策体系】1102　●実施計画

【事業の経過及び背景】
　外国の言語や文化に対する理解を深め、外国語でコミュニケーションを図る積極的な態
度や能力を育成するために、各中学校区に外国青年を外国語指導助手（ＡＬＴ）として配
置・派遣し、児童生徒が生の英語に触れる機会の充実に取り組んできた。学習指導要領の
改訂に伴い、中学校においては授業を英語で行うこととなり、小学校では３～４年生から
外国語活動が導入され、５～６年生では外国語が教科となる等の変化も起きており、自分
の考えを英語で発信する力やコミュニケーション能力の育成がより一層求められている。

【事業の目的及び効果】
　ＡＬＴが外国語科や外国語活動の授業の補助等にあたることで、外国語教育・国際理解
教育の充実を図る。

【事業の内容】
　外国語指導助手新規採用１名
　・ＪＥＴ傷害保険負担金（再任用１名減、新規１名増の差額分）
　・渡航負担金
　・オリエンテーション負担金（宿泊費、バス代、国内移動交通費）

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 392 0 

教育総務費

目 教育振興費

補正前額 77,013 

要求額 392 

総務部長段階査定額 392 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 392 諸収入 0 

計 392 その他 0 

備　考　欄



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００３ 項　　目　　名 児童生徒支援事業費

予算書項目 児童生徒支援事業費 ページ 29 所　　属　　名

教育委員会事務局 
学校教育課年度 R7

一般会計 【問合せ先】総合教育センター 児童生徒支援係 0857-25-3060

【１１次総の施策体系】1102　●実施計画

【事業の経過及び背景】
　本市では、市立小学校、中学校または義務教育学校に在籍している不登校及びそれに類
する状態にある児童生徒について、県または市が認定した施設に通っている児童生徒につ
いて多様な学びの場の提供をしたり、指導要録上出席扱いとするなど、社会的自立及び学
校への復帰に向けた支援を行ってきた。

【事業の目的及び効果】
　フリースクールまたは教育支援センターに通う場合の経費に対する支援を行うことで、
人と関わる力を育て、社会的自立及び学校への復帰を目的とする。

【事業の内容】
　令和７年４月「鳥取県不登校児童生徒支援事業費補助金交付要綱」の一部改正により、
通所費の県補助上限額が改訂された(6.6千円→10千円または月額1/3のいずれか低い額）。
これに伴い、鳥取市フリースクール利用助成事業補助金交付要綱を一部改正する。
　なお、県においては、経過措置として令和７年度に限り、継続利用者が保護者負担増と
なる場合、改正前額を適用するが、本市独自の取組として、新規利用者に対しても経過措
置を適用する。

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,202 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 2,469 0 

教育総務費

目 教育振興費

補正前額 97,065 

要求額 2,469 

総務部長段階査定額 2,469 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,267 諸収入 0 

計 2,469 その他 0 

備　考　欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００４ 項　　目　　名 学校教育活動支援事業費

予算書項目 学校教育活動支援事業費 ページ 29 所　　属　　名

教育委員会事務局 
学校教育課年度 R7

一般会計 【問合せ先】学務係 0857-30-8411

【１１次総の施策体系】1102

【事業の経過及び背景】
　各学校においては、様々な教育活動を通じて、児童生徒の最後までやり遂げる力や自分
づくりに努める力、目標に向かって積極的に取り組む力などの育成に取り組んでおり、必
要な支援を行うことが求められている。

【事業の目的及び効果】
　上記の取組に対して必要な支援を行うことで、学校教育活動のより一層の推進が図られ
る。

【事業の内容】
　聴覚障がいのある保護者が学校行事に参加する際の手話通訳者の派遣経費
　（入学式、卒業式、学校説明会、懇談等）

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 320 0 

教育総務費

目 教育振興費

補正前額 19,041 

要求額 320 

総務部長段階査定額 320 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 320 諸収入 0 

計 320 その他 0 

備　考　欄



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００５ 項　　目　　名 指定文化財等管理費

予算書項目 指定文化財等管理費 ページ 29 所　　属　　名

教育委員会事務局 
文化財課年度 R7

一般会計 【問合せ先】保存整備係 0857-30-8421

【１１次総の施策体系】2302

【事業の経過及び背景】
　国県市が所有または管理する指定文化財について、文化財保護法及び市文化財保護条例
に基づき、適正管理と活用を図る。

【事業の目的及び効果】
　指定文化財を適正に保存するための管理を実施するとともに、案内板等の維持管理に
よって市民の文化財保護意識を醸成する。

【事業の内容】
　特別天然記念物コウノトリの繁殖を気高町日光の人工巣塔で図っている。令和６～７年
は近親ペアの飛来により、遺伝子汚染防止のため偽卵差替等を実施。現状の解消には、１
羽を捕獲し次の繁殖期が終わるまで離すことが効果的である。兵庫県立コウノトリの郷公
園と協力し、捕獲及び飼育を行う。

　コウノトリ飼育経費（冷凍アジ）　28,500円×９月≒260千円
　飼育場所　兵庫県立コウノトリの郷公園

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 130 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 260 0 

社会教育費

目 文化財保護費

補正前額 3,801 

要求額 260 

総務部長段階査定額 260 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 130 諸収入 0 

計 260 その他 0 

備　考　欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００６ 項　　目　　名 さじコスモスの館運営管理費

予算書項目 さじコスモスの館運営管理費 ページ 31 所　　属　　名

教育委員会事務局 
生涯学習・スポーツ課年度 R7

一般会計 【問合せ先】生涯学習係 0857-30-8426、施設係 0857-30-8428

【１１次総の施策体系】1101

【事業の経過及び背景】
　令和４年度末に休館となった「さじコスモスの館」について、令和５年度及び令和６年
度に、地元の事業者による臨時開館を行った。一般・学校関連の宿泊受入れのほか、さじ
アストロパーク星のコテージ宿泊者に対する食事提供を行った。

【事業の目的及び効果】
　当該施設については、施設設備の総点検を行い、安定運営ができる宿泊施設に向けた修
繕及び改修などの必要経費の算出等をした上で、今後の方向性を検討することとしてい
た。点検の結果、別館については、重大な劣化及び損傷はなく、ガス給湯器修繕により使
用可能と判断し運営するもの。

【事業の内容】
　さじコスモスの館別館運営に必要な修繕費及び委託料
　・ガス給湯器修繕費 　 587千円
　・運営管理委託料 　 4,247千円

※その他財源の諸収入は、さじコスモスの館使用料

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 4,834 0 

社会教育費

目 社会教育施設管理費

補正前額 404 

要求額 4,834 

総務部長段階査定額 4,834 

地方債 0 0 

その他 1,257 0 

一般財源 3,577 諸収入 1,257 

計 4,834 その他 0 

備　考　欄



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００７ 項　　目　　名 市民体育館管理費

予算書項目 体育施設管理費 ページ 31 所　　属　　名

教育委員会事務局 
生涯学習・スポーツ課年度 R7

一般会計 【問合せ先】施設係 0857-30-8428

【１１次総の施策体系】1303　●実施計画

【事業の経過及び背景】
　旧市民体育館の老朽化に伴い、市民体育館等あり方検討委員会や市民政策コメント等の
結果を経て、「鳥取市民体育館再整備基本計画」を策定し、ＰＦＩ方式により整備を進
め、令和２年度より再整備事業に着手、令和５年６月にリニューアルオープンした。

【事業の目的及び効果】
　民間事業者のノウハウに基づく管理・運営により、本市のスポーツ振興の拠点施設とし
て市民の健康寿命の増進等を図る。

【事業の内容】
　市民体育館再整備事業の事業契約に基づき、施設の維持管理に必要な水道光熱費の計画
との差額分を追加で支払うもの。
　・委託料　13,093千円

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 13,093 0 

保健体育費

目 体育施設費

補正前額 320,036 

要求額 13,093 

総務部長段階査定額 13,093 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 13,093 諸収入 0 

計 13,093 その他 0 

備　考　欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００８ 項　　目　　名 屋外体育施設管理費

予算書項目 屋外体育施設管理費 ページ 31 所　　属　　名

教育委員会事務局 
生涯学習・スポーツ課年度 R7

一般会計 【問合せ先】施設係 0857-30-8428

【１１次総の施策体系】1303

【事業の経過及び背景】
　本市には、直営管理の屋外体育施設があり、地域の身近な体育施設として多くの市民に
利用されている。

【事業の目的及び効果】
　屋外体育施設の維持管理を行い、市民の体育振興と健康増進に寄与する。

【事業の内容】
　湖山池ボート浮桟橋の連絡橋フレーム部分の腐食が著しく破損・崩壊等の危険がある。
　ボート大会運営などにも支障が生じる可能性があるため修繕を行うもの。
　・修繕費　3,245千円

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 3,245 0 

保健体育費

目 体育施設費

補正前額 8,343 

要求額 3,245 

総務部長段階査定額 3,245 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 3,245 諸収入 0 

計 3,245 その他 0 

備　考　欄


